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[事案 26-68] 手術給付金支払請求  

・平成 27年 8月 7日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

冠動脈硬化症による経皮的冠動脈ステント留置術と下肢閉塞性動脈硬化症による四肢の血

管拡張術・血栓除去術は同一の疾病によるものではないことを理由に、手術給付金の支払を求

めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

冠動脈硬化症による経皮的冠動脈ステント留置術と下肢閉塞性動脈硬化症による四肢の血

管拡張術・血栓除去術は部位が異なるため、同一の疾病によるものではないので、四肢の血管

拡張術・血栓除去術について、平成 22年 11月に契約した養老保険の手術給付金を支払ってほ

しい。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

 申立人は、平成 24 年 9 月以降、冠動脈硬化症、不安定狭心症および下肢閉塞性動脈硬化症

により複数回入院し、これらの入院中に、経皮的冠動脈ステント留置術、血管拡張術および血

栓除去術といった血管内の血液の流れを良くするための手術を受けているが、医学一般的には、

上記の入院原因となった疾病は、動脈硬化症の症状が心臓および下肢のそれぞれの動脈に出現

したものと認められるため、これらの疾病は直接の因果関係のある疾病（同一の疾病）と認め

られる。よって、上記手術は同一の疾病によるものである。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

(1)裁定審査会は、当事者から提出された書面（診断書等を含む）にもとづき審理を行った。 

(2)約款規定について、一般消費者が通常どのように理解するかを考慮した。 

(3)独自に第三者の医師の意見書を入手し、審理の参考とした。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人が求める手術給付金の金額が少額であることを考慮し、紛争の早期

解決の観点から、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、業務規程第 34条 1

項にもとづき、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたの

で、和解契約書の締結をもって解決した。 

 

 


